
問1）

（資料）

1　総勘定元帳の勘定残高

製品

仕掛品

材料

2　材料の当期購入額（掛買い）

2,810,000円

3　労務費に関する当期資料

（1）　当期賃金支給額　　

（2）　期首賃金未払額

（3）　期末賃金未払額

　賃金の消費額のうち、60％は直接賃金として消費した。

4　経費に関する当期資料

（1）　工場の固定資産の減価償却費　

（2）　工場の保険料

（3）　工場倉庫の賃借料

（4）　工場機械の修繕費

（5）　工員のための社宅などの維持費

（6）　工場の電力料、ガス代、水道料

（7）　工場の固定資産税

　経費はすべて間接費とする。

5　製造間接費は実際配賦によっている。

6　当期売上高

4,573,456円

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

氏名 点数
点/100点

50,000円 43,000円

30,000円 40,000円

　材料の消費額のうち、80％は直接材料費として消費した。また、材料の期末実地棚卸高は35,000円であり、差額はすべ

て異常な原因により発生したものである。

800,000円

各論演習 1-1

　次の年間資料に基づいて、①各勘定へ記入して締め切るとともに、②製造原価明細書及び③損益計算書（売上総利益まで）を作成しなさい。

期首有高 期末有高

80,000円 70,000円

78,000円

210,000円

150,000円

45,000円

55,000円

180,000円

50,000円

120,000円

35,000円



解1）

①勘定記入（単位：円）

②製造原価明細書（単位：円）

　Ⅰ　直接材料費

　Ⅱ　直接労務費

　Ⅲ　製造間接費

　　期首仕掛品棚卸高

　　　　　合計

　　期末仕掛品棚卸高

材料

前期繰越

買掛金

賃金

諸口 未払賃金

経費

諸口

製造間接費

仕掛品

前期繰越

製品

前期繰越

製造原価明細書

（　　                ）

（　　                ）

（　　                ）

　　（　                         　　　　） （　　                ）

（　　                ）

（　　                ）

（　　                ）

　　（　                         　　　　） （　　                ）



③損益計算書（売上総利益まで）（単位：円）

　Ⅰ　売上高

　Ⅱ　売上原価

1　期首製品棚卸高

　　　合計

3　期末製品棚卸高

　　　　売上総利益 （　　                ）

（　　                ）

2　（                         ） （　　                ）

（　　                ）

（　　                ） （　　                ）

（　　                ）



問1）

解1）

①

②

③

④

⑤

⑥

点/100点

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

氏名 点数

各論演習 1-2

　以下の図の（　　　）の中に適当な用語を記入しなさい。

（　⑥　）

売上高

販売費
営業費

総原価

一般管理費

間接材料費

（　③　）

（　⑤　）

（　②　）

間接経費

直接（　①　）

（　④　）直接労務費

直接経費



問2）

例

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

解2）

例

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

工場の運動会の運営費

　次に示す費目は【問1）】の図のどれに該当するか答えなさい。

工員の退職給付引当金繰入額

工場従業員の募集費

新技術の基礎研究費

新製品発表会案内の印刷代

工員の健康保険料の会社負担分

工員用社宅など福利施設負担額

工場機械の修繕費

製造工程で仕掛品を移動させるのに使用する木箱

製品の製造に使用する工具の購入代金

工場の自転車

工場アルバイトの雑給

間接労務費



問1）

①

②

③ 特定製品にそのまま取り付ける部品の消費額

④ 補修用鋼材の消費額

⑤ 工員の社会保険料などの会社負担額

⑥ 工場の事務職員の給料

⑦ 工員に対する賞与・手当の支給額

⑧ 社宅、社員食堂などの施設に対する会社負担額

⑨ 材料の正常な棚卸減耗費

⑩ 工場建物の固定資産税

解1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

点数
点/100点

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

氏名

各論演習 1-3

　下記の項目を、材料費、労務費、経費のいずれかに分類しなさい。また、それぞれが直接費になるか間接費になるかもあわせて答えなさい。

　

＜例＞

　製品の外形となる素材費→解）直接材料費

工場機械の減価償却費

工場で使用する耐用年数1年未満または金額が相当額未満の測定器具の購入額



問1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

解1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

　工場を建設する土地の購入代金

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

氏名 点数
点/100点

各論演習 1-4

　下記の項目について、原価計算上、非原価とされる項目には0、原価に算入され、しかも製造原価となる項目には1、販売費となる項目には2、一

般管理費となる項目には3を、それぞれの項目の［　　］の中に記入しなさい。

　工場の運転資金として必要な銀行借入金に対する支払利息

　工場の運動会において、授与する商品の購入費用

　製品にそのまま取り付ける部品の消費額

　法人税の当期計上額

　通常発生する程度の液体材料に係る蒸発分の金額

　会社の役員に対して支払われる賞与金（引当金計上額）

　本社備品の減価償却費

　工員のための華道・茶道講師料

　工場事務職員のパソコン研修費用

　火災による製品の廃棄損

　製品出荷運送費



問1）

（資料）

1　総勘定元帳の勘定残高

製品

仕掛品

材料

2　材料の当期購入額（掛買い）

2,810,000円

3　労務費に関する当期資料

（1）　当期賃金支給額　　

（2）　期首賃金未払額

（3）　期末賃金未払額

　賃金の消費額のうち、60％は直接賃金として消費した。

4　経費に関する当期資料

（1）　工場の固定資産の減価償却費　

（2）　工場の保険料

（3）　工場倉庫の賃借料

（4）　工場機械の修繕費

（5）　工員のための社宅などの維持費

（6）　工場の電力料、ガス代、水道料

（7）　工場の固定資産税

　経費はすべて間接費とする。

5　製造間接費は実際配賦によっている。

6　当期売上高

4,573,456円

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

　材料の消費額のうち、80％は直接材料費として消費した。また、材料の期末実地棚卸高は35,000円であり、差額はすべ

て異常な原因により発生したものである。

800,000円

点数
点/100点

　次の年間資料に基づいて、①各勘定へ記入して締め切るとともに、②製造原価明細書及び③損益計算書（売上総利益まで）を作成しなさい。

期首有高 期末有高

80,000円 70,000円

氏名

50,000円 43,000円

30,000円 40,000円

各論演習 1-1

78,000円

210,000円

150,000円

45,000円

55,000円

180,000円

50,000円

120,000円

35,000円



解1）

①勘定記入（単位：円）

②製造原価明細書（単位：円）

　Ⅰ　直接材料費

　Ⅱ　直接労務費

　Ⅲ　製造間接費

　　期首仕掛品棚卸高

　　　　　合計

　　期末仕掛品棚卸高

材料

棚卸減耗損 5,000

次期繰越 35,000

前期繰越 30,000 仕掛品 2,240,000

買掛金 2,810,000 製造間接費 560,000

未払賃金 55,000 仕掛品 486,000

製造間接費 324,000

2,840,000 2,840,000

賃金

諸口 800,000 未払賃金 45,000

855,000 855,000

経費

諸口 823,000 製造間接費 823,000

823,000

1,707,000 1,707,000

製造間接費

材料 560,000 仕掛品 1,707,000

賃金 324,000

経費

賃金 486,000

製造間接費 1,707,000

仕掛品

前期繰越 50,000 製品 4,440,000

材料 2,240,000 次期繰越 43,000

4,483,000 4,483,000

製品

前期繰越 80,000 売上原価 4,450,000

製造原価明細書

（　　2,240,000）

（　　486,000）

（　　1,707,000）

　　（　当期総製造費用　　　　） （　　4,433,000）

仕掛品 4,440,000 次期繰越 70,000

4,520,000 4,520,000

（　　　50,000）

（　　　4,483,000）

（　　　43,000）

　　（　当期製品製造原価　　　） （　　4,440,000）



③損益計算書（売上総利益まで）（単位：円）

　Ⅰ　売上高

　Ⅱ　売上原価

1　期首製品棚卸高

　　　合計

3　期末製品棚卸高

　　　　売上総利益 （　　　123,456）

（　　　　80,000）

2　（当期製品製造原価） （　　　4,440,000）

（　　4,520,000）

（　　　　70,000） （　　4,450,000）

（　　4,573,456）



問1）

解1）

①

②

③

④

⑤

⑥

直接労務費

氏名

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

各論演習 1-2

点/100点

　以下の図の（　　　）の中に適当な用語を記入しなさい。

（　⑥　）

売上高

販売費
営業費

総原価

一般管理費

間接材料費

（　③　）

（　⑤　）

（　②　）

間接経費

直接（　①　）

（　④　）

点数

直接経費

材料費

間接労務費

製造間接費

製造直接費

製造原価

営業利益



問2）

例

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

解2）

例

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

製造工程で仕掛品を移動させるのに使用する木箱

製品の製造に使用する工具の購入代金

工場の自転車

工場の運動会の運営費

　次に示す費目は【問1）】の図のどれに該当するか答えなさい。

工員の退職給付引当金繰入額

工場従業員の募集費

新技術の基礎研究費

新製品発表会案内の印刷代

工場アルバイトの雑給

工員の健康保険料の会社負担分

工員用社宅など福利施設負担額

間接材料費

間接労務費

間接労務費

間接経費

一般管理費

販売費

間接経費

間接労務費

間接経費

間接経費

間接材料費

間接材料費

工場機械の修繕費



問1）

①

②

③ 特定製品にそのまま取り付ける部品の消費額

④ 補修用鋼材の消費額

⑤ 工員の社会保険料などの会社負担額

⑥ 工場の事務職員の給料

⑦ 工員に対する賞与・手当の支給額

⑧ 社宅、社員食堂などの施設に対する会社負担額

⑨ 材料の正常な棚卸減耗費

⑩ 工場建物の固定資産税

解1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

間接労務費

間接労務費

間接経費

間接経費

間接経費

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

間接労務費

　下記の項目を、材料費、労務費、経費のいずれかに分類しなさい。また、それぞれが直接費になるか間接費になるかもあわせて答えなさい。

　

＜例＞

　製品の外形となる素材費→解）直接材料費

工場機械の減価償却費

工場で使用する耐用年数1年未満または金額が相当額未満の測定器具の購入額

間接材料費

直接材料費

間接材料費

点数
点/100点

間接経費

各論演習 1-3

氏名



問1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

解1）

① 0

② 1

③ 1

④ 0

⑤ 3

⑥ 3

⑦ 1

⑧ 1

⑨ 0

⑩ 2

⑪ 0

⑫ 1

各論演習 1-4

　工場を建設する土地の購入代金

　会社の役員に対して支払われる賞与金（引当金計上額）

　本社備品の減価償却費

工業簿記・原価計算　Part1 原価計算・工業簿記総論

　法人税の当期計上額

　通常発生する程度の液体材料に係る蒸発分の金額

　工場事務職員のパソコン研修費用

　火災による製品の廃棄損

　製品出荷運送費

　工員のための華道・茶道講師料

　工場の運転資金として必要な銀行借入金に対する支払利息

　工場の運動会において、授与する商品の購入費用

点数
点/100点

　下記の項目について、原価計算上、非原価とされる項目には0、原価に算入され、しかも製造原価となる項目には1、販売費となる項目には2、一

般管理費となる項目には3を、それぞれの項目の［　　］の中に記入しなさい。

氏名

　製品にそのまま取り付ける部品の消費額


